
為替週間展望＝ドル円は１４５～１４６円台を中心とするレンジ相場か

　　　　　　　　　　［１０月３１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 24 日～ 10 月 28 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  147.74   149.71(24)    145.11(27)    146.90   -0.75

ユーロ・ドル  0.9849   1.0094(27)    0.9807(24)    0.9947   +0.0085

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,105.20     +214.62     日本10年債利回り   0.245   -0.011

ダウ平均株価    32,033.28     +950.72     米10年債利回り     3.919   -0.298

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３１日　日本９月鉱工業生産指数速報値、日本９月小売業販売額

　　　　豪９月小売売上高

　　　　中国１０月製造業ＰＭＩ、中国１０月非製造業ＰＭＩ

　　　　独９月小売売上高指数

　　　　スイス９月小売売上高

　　　　ユーロ圏１０月消費者物価指数速報値

　　　　ユーロ圏第３四半期ＧＤＰ速報値

　　　　米１０月シカゴ購買部協会景気指数

１日　　中国１０月財新製造業ＰＭＩ

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　英１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月ＩＳＭ製造業景況指数、米９月建設支出

２日　　ＮＺ第３四半期雇用統計

　　　　豪９月住宅建設許可件数

　　　　独９月貿易収支

　　　　独１０月雇用統計

　　　　独１０月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金利発表

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

３日　　豪９月貿易収支

　　　　スイス１０月消費者物価指数

　　　　英１０月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏９月雇用統計

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　カナダ９月貿易収支

　　　　米第３四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米９月貿易収支、米新規失業保険申請件数

　　　　米１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月ＩＳＭ非製造業景況指数、米９月製造業受注

４日　　独９月製造業受注指数

　　　　独１０月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏９月生産者物価指数

　　　　カナダ１０月雇用統計

　　　　米１０月雇用統計

　　　　カナダ１０月Ｉｖｅｙ購買部協会指数
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【前回のレビュー】ＦＲＢによる積極的な利上げ姿勢と、金融緩和を継続する日銀のス

タンスの違いにより、ドル買い円売りの動きに傾きやすく、ドル円は上昇基調で推移す

るとみられる。介入警戒感から上値を抑えられる可能性はあるものの、ドル円は上昇基

調が継続して一段高が見込まれるとした。

　　　　

【ＦＲＢが利上げペースを緩めるとの観測が台頭】

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が今後、利上げペースを減速させるとの見方が広が

ったことで、米長期金利が低下してり、ドル売りの動きにつながった。２１日に米ウォ

ール・ストリート・ジャーナル紙が、「１１月のＦＯＭＣで、１２月会合での利上げペ

ース縮小について議論する」と報じたことなどが材料視された。

　　

　また、２１日にサンフランシスコ連銀のデーリー総裁は、「１１月のＦＯＭＣでは

０．７５％の利上げとなりそうだが、いつまでも０．７５％だという考えにこだわらな

いほうがよい」と述べ、利上げペースを緩める時期が近付いているとの認識を示した。

　　

　ＦＲＢが利上げペースの減速を検討するとの報道から、米１０年債利回りは２１日に

一時４．３％台に乗せていたものの、２７日には３．８％台まで低下した。ドル売りの

動きが加速して、ドルインデックスは２１日の１１３．９４近辺から、２７日には１０

９．５０台まで大きく下落した。ドル円は２１日に１５２円手前の１５１．９５まで上

昇したものの、その後は下げに転じて２７日には１４５．１１まで下落を見せた。

　　

　１１月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では市場の想定通り０．７５％の利上げ

が実施される見通しとなっている。ただ、１２月のＦＯＭＣでは利上げ幅は０．５０％

の利上げ見通しが高まっている。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは次回１１月の米連邦公開

市場委員会（ＦＯＭＣ）での０．７５％の利上げ確率は８６％前後で推移しており、一

時に比べて低下したものの、ほぼ確実視な状況とみられる。

　　

　１２月の会合では、０．７５％の利上げ確率は２９％前後に低下しており、０．５

０％の利上げ確率は６２％前後まで上昇している。ＦＲＢも積極的な利上げ継続が景気

に与える影響を考慮して、１２月の会合からは利上げペースを鈍化させるとみられてい

る。

　　

　１０月３１日の週のイベントでは、１１月１～２日に開催されるＦＯＭＣが最大の注

目となる。０．７５％の利上げはほぼ確実とみられ、焦点は声明やパウエル議長の記者

会見となる。１２月以降の利上げペース減速に関して何らかの示唆があれば、ドル売り

の動きに傾きやすくなるとみられる。

　　

　２８日の日銀金融政策決定会合の結果発表では従来の緩和的な金融政策の維持が決定

した。ドル円は発表直後に上下に振幅したものの、その後は落ち着いた動きを見せた。

日銀の黒田総裁の記者会見では、「わが国の景気は持ち直している」「海外経済は減速

の動きがみられている」などと述べた。また、「２％物価目標の安定的持続に必要な時

点まで現行の緩和を継続する」と従来の主張を繰り返した。緩和姿勢の継続に加えて、

「今すぐ利上げ・出口来るとは考えていない」と述べたこともあり、１４６円台半ば付

近から円安に傾いた。

　　

　ＦＲＢが積極的な利上げスタンスを修正する可能性が出てきたことで、ドル売りの動

きに傾いている。日銀の緩和的な政策スタンスに変化はないものの、従来に比べてドル

が一方的に上昇する流れとはなりにくく、ドル円は１４５～１４６円台を中心とするレ

ンジ相場となりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１４３．５０～１４９．００

円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１０月３１日に日本９月鉱工業生産指数

速報値、日本９月小売業販売額、米１０月シカゴ購買部協会景気指数、１１月１日に米

１０月製造業ＰＭＩ確報値、米１０月ＩＳＭ製造業景況指数、米９月建設支出、２日に

米１０月ＡＤＰ雇用統計、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金利発表、パウエル

ＦＲＢ議長記者会見、３日に米第３四半期非農業部門労働生産性指数、米９月貿易収

支、米新規失業保険申請件数、米１０月サービス業ＰＭＩ確報値、米１０月ＩＳＭ非製

造業景況指数、米９月製造業受注、４日に米１０月雇用統計などがある。



　　

【ユーロドルは戻り一服】

　２７日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では大方の予想通り、０．７５％の利上げを

決定した。理事会後の記者会見でラガルド総裁は、「経済活動は第３四半期に著しく減

速した公算大きい」「経済活動は第４四半期、第１四半期に一段と鈍化する見込み」

「今後数回の会合でさらに利上げする可能性は十分にある」などと述べた。ただ、今後

の利上げ継続に関しては従来と比べてトーンダウンしており、政策金利の上昇ペースが

緩やかなものになるとの見方が広がっている。

　　

　ＦＲＢが１２月のＦＯＭＣで利上げペースの減速に動くとの観測が対応しており、ド

ル売りの動きが強まり、２６日にユーロドルはパリティ（１ユーロ＝１ドル）を回復し

た。ただ、ＥＣＢスタンスが従来と比べてタカ派姿勢が後退したとの見方から、ユーロ

ドルはパリティを割り込んでいる。

　　

　ユーロ圏ではインフレ圧力の強さから利上げ継続が見込まれるものの、景気減速への

警戒感も根強い。こうした中、１．００００ドル近辺を中心としたもみ合いが継続する

とみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、０．９７００～１．０２５０ドル。

　　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１０月３１日に豪９月小売売上高、中国１

０月製造業ＰＭＩ、中国１０月非製造業ＰＭＩ、独９月小売売上高指数、ユーロ圏１０

月消費者物価指数速報値、ユーロ圏第３四半期ＧＤＰ速報値、１１月１日に中国１０月

財新製造業ＰＭＩ、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、英１０月製造業ＰＭＩ確報値、２日に

ＮＺ第３四半期雇用統計、豪９月住宅建設許可件数、独９月貿易収支、独１０月雇用統

計、独１０月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ確報値、３日に豪９月

貿易収支、スイス１０月消費者物価指数、英１０月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏９

月雇用統計、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、４日に独９月製造業受注指数、独１０月非製

造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏９月生産者物価指

数、カナダ１０月雇用統計、カナダ１０月ＩＶＥＹ購買部協会指数などがある。
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